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RYLA参加者スピーチ（矢部祐加子委員長）
（ニャーコ・ミチヨ・ミラクル様ご挨拶）
　RYLAでは、いつもの生活では学べな
いことを学ぶことができました。大学でク
ラスの委員長をやり、期末テストで学年１
位になれました。大学卒業後は大学院を
考えています。
（ラナ・ディーパ様ご挨拶）
　今年９月に初めて3日間のRYLAに参加
しました。
　人間として社会人になるために大切なこ
とを学びました。前は医者になる夢をもっ
ていましたが、RYLA参加を経て本当にや
りたいことをやるべきと気づきました。

親睦委員会報告（馬場宏平委員長）
・�11月17日ファイヤーサイドミーティングは
22名参加、テーブル６卓。中里会員、
石川会員の誕生日でもあり、皆で盛り上
がりました。

・�クリスマス例会は帝国ホテルで行うことが決まりまし
たので、皆様ご参加をお願い致します。

幹事報告（山田桂子幹事）
・ �毎年恒例の東京中央ロータリークラブのポンペイ留
学生支援のためのチャリティ・カレンダー（¥1,000）
を本日募りました。�

・�12月21日（木）14：00より中央区・銀座花壇の植え
替えを行います。参加ご希望の方は海渡継続奉仕プ
ロジェクト委員長までご連絡お願いします。�

・�12月の予定をご案内いたします。12月は「ファミリー
月間」と「疫病予防と治療月間」になります。�
◦�12月4日（月）の例会後に第五回定期理事会を開
催いたします。
◦�12月15日（金）18：30より東京中央RC/東京築
地RC主催・当クラブ協賛のクリスマス・チャリティ・
コンサートを行います。合わせてクリスマスのお菓
子を50人分、来場される育成園さんにお渡ししま
す。担当は育成園PJ担当の伊藤委員長になります。�

開始（司会：大盛会員）
　定刻となりましたのでこれより第907回例会を開催致
します。
　本日の例会の模様は当クラブのHPの記録のため録
画致しますので、ご参加の皆様は、予め個人情報の
利用許諾をお願い致します。

明山友美会長　点鐘挨拶
　それでは第907回例会を開催致します。

ロータリーソング（ソングリーダー　杉井俊文会員）
「それでこそロータリー」
「世界をつなぐロータリー」（1番のみ）

卓話者・ゲスト発表
　例会にようこそご参加下さいました。
　本日のゲスト８名です。
・地区ロータリーカード推進委員長
東京愛宕RC　栁　邦明様
・東京向島RC　小林　康徳様
・東京RC　錢高　久善様
・東京北RC　来栖　幹夫様
・東京北RC　松本　謙一様
・圓井会員ゲスト　Khaldon　Azhari様
・RYLA2022参加者　ニャーコ・ミチヨ・ミラクル様
・RYLA2023参加者　ラナ・ディーパ様

奨学金お渡し
　米山記念奨学生の張イブンさんへ、明山会長から
奨学金のお渡し。

例会報告  第907回  2023年11月27日（月）
出席者31名＋メーキャップ0名
（正会員60名－休会6名）

出席率 57.41%



◦�12月18日（月）の例会は18：30から帝国ホテル
でのクリスマス例会となります。 
◦�12月20日（水）に今年度地区補助金プロジェクト
であるLearning for All様への奉仕活動第二弾と
してクリスマス・ケーキを寄贈します。貧困家庭の
子供たちに記憶に残るクリスマスという特別な日を
過ごしてもらえるようにという想いをこめての寄贈
です。担当はロータリー財団委員長の圓井委員長
です。 
◦�12月21日（木）14：00から銀座花壇の植え替えを
行います。 
◦�12月25日より年末年始の休会に入ります。年明け
は1月13日（土）12：30からの新年例会となります。

ロータリー財団
圓井順子委員長

【卓話】
・ロータリー財団とは
＊　�ロータリー財団は、ロータリークラブ及び地区
を通じて承認された人道的及び教育的活動を
支援するための寄付を受け、資金を配分する非
営利団体である（ロータリー財団章典1.040.）。

＊　ロータリー財団の正式名
　　The Rotary Foundation（TRF）
国際ロータリーがロータリー財団の法人会員に
なっているので、ロータリー財団の正式名称は
「国際ロータリーのロータリー財団」である。従っ
て、ロータリー財団がロータリーの方針にそぐわ
ない活動をすることはない。国際ロータリーとロー
タリー財団は理念としては一体のものである。

・国際ロータリーとロータリー財団の違い
　国際ロータリー（RI）
＊　世界中のロータリアンからの人頭分担金で運営
＊　国際ロータリー理事会が運営

　ロータリー財団（TRF）
＊　�世界中のロータリアンからの寄付金とその収
益金で運営

＊　ロータリー財団管理委員会が運営
・ロータリー財団の外部評価
☆☆☆☆（4つ星/チャリティーナビゲーターによる
慈善団体への最高評価）
＊　�ロータリー財団の強固な財務健全性と説明責
任並びに透明性へのコミットメントが高く評価
されました。

・ロータリー財団の父
＊　�1917年、アトランタの国際大会において第6
代会長であったアーチ・C・クランフが「世界
で良いことをする」基金の設置を提案

＊　�初めての寄付は、カンサスシティ　ロータリー
クラブからの26ドル50セント

・ロータリー財団の発展
1947年　ポール・ハリス逝去
1951年　アーチ・クランフ逝去
この二人の逝去に伴い（ポール・ハリスの逝去後、「追
悼は献花ではなく財団への寄付」というハリスの意
思が電報でロータリアンに伝えられました）、世界中
の多くのロータリアンからロータリー財団に寄付が寄
せられました。この寄付は、その後のロータリー財
団の発展に繋がりました。

・ロータリー財団の基本的なプログラム

小 林 康 徳 様	 圓井さんの卓話を聞きに来ました。
	 宜しく御願い致します。
上田美 帆 会員	 昨日は、長女のチアの日本学生選手権で

した。
	 ケガなく無事に終わり、うれしいのでニコ

ニコします。
大盛敬子 会員	 お天気が良いのでニコニコします。
佐藤幸子 会員	 帝国ホテル再開発のため新店舗を探して

いましたが昨日新店舗の契約をしました。
	 ホテルニューオータニに参ります。
	 少しホッとしてニコニコします。
清宮普美代会員	 本日は圓井ロータリー財団委員長のお話

しを楽しみにしております。
	 過日は、誕生日のお祝いをありがとうござ

いました。
	 インド・グルクールプロジェクトの報告会を、

東京山王につぎ、東京シティ日本橋でも、
今週金曜12月1日に卓話時間におこなうこ
とになりました。

	 是非、皆さんでメーキャップに来ていただ
ければと思います。

高橋　肇 会員	 子供がやっとハイハイできたのでニコニコ
します。

中里妃沙子会員	 久しぶりで嬉しいのでニコニコします！
野呂洋 子 会員	 急に寒くなりましたね。
	 お風邪などひかれませんようにニコニコし

ます。
圓井順子 会員	 本日はアズハリさん、日本ロータリー財団

法人副委員長柳様、第2580地区ポリオ
プラス委員長小林様にお越し頂きました。

	 卓話頑張ります。
南　章乃 会員	 本日は圓井さんの卓話、期待しております。

（第2580地区）

にこにこ合計26,000円

「ロータリー財団について」卓
話



前期週報原稿分担委員
宮下文夫・小堀彰・海渡千佳・鈴木隆志
（協力委員）水野珠貴・杉原由佳子・中里妃沙子

・パキスタンでのワクチン活動、3つの驚き
　私がはじめて参加した活動
①　�パキスタンがどういう国かもわからず、ただただ
ポリオワクチン活動をしたいという気持ちだけ
でカラチ市に行きました。

②　�タリバン戦争のアフガニスタンが隣国だと知ら
ずに行きました。

③　�パキスタンがイスラム教徒98％の国だと知りま
せんでした。

④　ポリオワクチン活動裏事情
　　ⅰ　トイレ事情「女性でも大丈夫なの？」
　　ⅱ　水事情「生水はのみません！」
　　ⅲ　食中毒「食べてはダメと言われるものは避ける」
　　ⅳ　ハエ問題「もちろんかたまりでいる」
　　ⅴ　ホテル衛生環境「Gはでました」
　　ⅵ　�アルコール問題「なんとか出してくれる」「持

参している会員もいる」
　　ⅶ　安全面「パキスタン政府が協力」
・実際の活動模様
　（例会動画にてご覧下さい）

ご清聴ありがとうございました。
（要約文責　宮下（海渡））

＊　ポリオプラスプログラム
＊　補助金プログラム
＊　ロータリー平和センタープログラム
※�青少年交換留学生、インターアクト、ローターアクト、
RYLA、米山奨学生等は、ロータリー財団のプロ
グラムではありません。

・ポリオプラスプログラム
　ポリオとは、
＊　�正式名称「急性灰白髄炎」、一般名「脊髄性
小児麻痺」

＊　�ポリオウイルスによって、人から人へのみ感染
する。

＊　�ウイルスには自然界に存在する野生株ウイルス
と人工的に作られたワクチン株ウイルスがある。

＊　�手足が麻痺、筋肉が萎縮して極端に細くなる。
呼吸筋が侵され自発呼吸が出来なくなる事も
ある。

＊　�治療法はなくワクチンによる予防のみが有効
である。

・ポリオプラスプログラムの歴史
1979年　ロータリーがポリオの取り組みを開始
初の「保健、飢餓追放、人間性尊重（3-H）補助金」
が、フィリピンにおいて複数年にわたる600万人の
子どもへのポリオワクチン購入のために授与されま
した。
1985年　「ポリオプラス」プログラムを創設
当初の計画では、ポリオ根絶のために3年間で1
億2,000万ドルの寄付を集めるものでしたが、結
果はその倍以上2億4,700万ドルの寄付を集める
ことに成功しました。
1988年　�世界ポリオ根絶推進運動（GPEI）の立ち

上げ
国際ロータリーは世界保健機関（WHO）、国連児
童基金（UNICEF）、米国疾病対策センター（CDC）
と協力して活動を開始。後にビル＆メリンダ・ゲイ
ツ財団（BMGF）も加わり、5つのコア組織で活
動しています。
この活動の結果、当時、毎年35万人もの子どもた
ちが発症していたポリオは、現在99.9％まで根絶
することに成功しています。

・ポリオ発症地域及び発症数
【野生型ポリオウイルスによる症例数】
掲載サイト：GPEIウェブサイト（英語）

2023年
1月1日～
8月22日

2022 2021 2020

常在国
パキスタン 2 20 1 84
アフガニスタン 5 2 4 56

非常在国
モザンビーク 0 8 0 0
マラウイ 0 0 1 0

世界合計 7 30 6 140


